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　2005年 12月 27日，韓国・斗山財閥ビジネスグループ
の一つであり出版と印刷を事業としている（株）斗山東亜
の安山印刷工場（ソウル郊外の安山市）において，第 1回
国際印刷産学情報交流会が開催された．この交流会は（株）
斗山東亜と東国大学校の共催であり，準備は drupa2004
会期中のヨーロッパ印刷メディア系大学のMeetingから
始まった．今回のゲストスピーカーとして著者が「最新
の印刷技術情報」と題して発表し，続いて討論が行われ
た．討論会では韓国と日本の印刷事情と印刷及び関連した
学術文化の相互交流の促進が検討され，また東国大学校の
「Center for Colloidal Materials」が紹介された．
　参加者は，東国大学校産業大学院修士課程印刷画像専攻
の教授陣，新丘大学校情報メディア担当教授，江原大学校
製紙技術研究所教授，釜慶大学校（前釜山工業専門大学校
印刷工学科）博士号取得者，各大学院の修士課程在籍者及
び（株）斗山東亜の幹部社員，韓国印刷企業と関連企業の
研究開発担当者，マスコミ関係など多彩であった．
　東国大学校は著者の前任校の九州産業大学とも姉妹校の
関係を結んでいる．修士課程印刷画像専攻の設立は 2004
年 9月，所在地であるソウル市中区は韓国でも印刷出版産
業の特化した地域であり，この地域の一層の発展と人材の
養成を目的とし，更に産学協同の活性化を計るために開設
された．
　日本では，都立大学が統合改組された首都大学東京が設
立されるとき，地場産業である印刷産業活性化のために印
刷学部新設の要望を印刷政治連盟が東京都に提出したが，
認可されなかった．韓国と日本では印刷文化の認識の差が
大きく，日本の印刷産業の将来をになう活力ある若手育成
のための展望があまり見えない．それに対し韓国は，印刷
と関連分野，特に IT関連に関する教育と研究が活発であ
る．
　1980年にシカゴ print80から帰国後，新設の釜山工業専

門大学校印刷工学科から講演依頼があり渡韓したが，本年
はそれから「日韓印刷学術文化交流 25年」にあたる．そ
の間に韓国印刷学会，同印刷国際会議，ユネスコ印刷会議，
清州古印刷博物館・グーテンベルグ博物館共催印刷史国際
会議，PDPシンポジュウム，韓国政府印刷局，韓国機械
技術研究所などに毎年参加し，韓国との印刷学術・文化交
流を図ってきた．今回の国際印刷産学情報交流会ではこれ
らを統括したプレゼンテーションを基本とし，印刷メディ
ア情報の将来的展望をまとめた．討論会では日本と韓国と
の印刷技術の共通項について論じ，両国の将来的展望とし
て，印刷画像の高品位の研究はソフト構築面などで韓国が
むしろ進んでいるようであった．また，アジア開発銀行に
よれば 2006年の GDPは前年比 5％と推定され，印刷・出
版の出荷額は日本よりも韓国の成長が期待されている．更
に，韓国の印刷企業は一般に資料室や博物館を付属させ，
CSR（Corporate Social Responsibility）を経営の柱にして
いる場合がある．（株）斗山東亜も印刷博物館を社内 1階
部分に有し，「無垢浄光大陀羅尼経」（751年世界最古の印
刷物木版），「直指心体要節」（1377年世界最古の金属活字
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による印刷）の資料，木活字，活字印刷，石版印刷及び
1945年からの教科書印刷サンプル展示など，印刷史や印
刷文化に関する社会貢献活動を行っている．
　交流会の翌日は 2005年 10月に新装なった国立中央博物
館の印刷史部門とユピキタス科学館で RFIDの実証利用や
韓国における ICTクラスターの活性化状況などを見学し
た．
　京都大学とソウル大学が 21世紀のエネルギー開発に関

する共同研究を締結し，「エネルギー拠点」を韓国に設置
したのと同様に，東国大学校と本学を中心として日本と
韓国の産学共同研究組織を立ち上げ，ソウル郊外にあるパ
ジュの出版文化情報センターと協力して，アジアでの「印
刷出版拠点」の設立に向けて活動して行く布石が出来，大
変有意義な第 1回目の交流会であった．
 （2006年 1月 5日記）
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　（社）日本印刷学会技術委員会 P&I研究会は，平成 18
年4月14日，デンソー（株）のご好意により，本社ショールー
ムと，電子部品ラインを有する幸田製作所を見学させてい
ただいた．参加者は P&I委員を含め，総勢 22名であった．
　最初に愛知県刈谷市にある本社のショールームを訪問し
た．フロントガラスに付いた水滴を室内側から感知して自
動で動くワイパー，暗闇の人体を感知する赤外線センサー，
高速域での先行車追従機能を可能にするミリ波レーダな
ど，身近な車載部品の進化した技術に，近未来の SF的な
車の姿が思い浮かんだ．ショールームには車載部品は勿論
のこと，投射型ディスプレイやホームエレクトロニクスに
関する製品も展示され，デンソーが得意とする技術と製品
群の多さに目を見張る思いであった．
　ショールームで 1時間ほど見学した後，幸田製作所総務
課の尾関氏に手配いただいたバスに乗り，郊外の額田郡幸
田町にある幸田製作所に移動した．途中，バスは，西尾製
作所や高棚製作所の近くを通ったが，国内 12箇所の工場・
製作所のうち，11箇所が愛知県に集中するというデンソー
の規模の大きさを実感した．車窓には，関東より少し遅い
桜並木や淡い山桜が散見され，楽しいドライブであった．
幸田町は丘陵の多い地形で，贈答用高級梨の産地とのこと．

梨畑の間を縫うようにして，丘の中腹を切り開いた幸田製
作所に到着した．
　幸田製作所では，大橋所長から製作所概要の説明を受け
た．製作所は平成 2年 4月に開所され，開発部門と製造部
門を抱えている．現在 4000名（うち女性 800名）の従業
員が働いており，社内で三番目の規模を誇っている．
　見学は廊下から窓ガラス越しであったが，案内いただい
た電子製造部第一生産技術室竹嶋主任部員と，デバイス
製造 1部第 4生産技術室国枝室長のお二方とも，異分野の
参加者にも聞きやすい丁寧な説明を心がけていただき，大
変よく理解できた．特に驚いたことは，製品の全数検査で
す．その検査が簡易検査でなく，信頼性の高い環境試験ま
で行っていることで，命を預ける車としては当たり前かも
しれないが，カルチャーショックを受け，非常に感動した．
　ショールームで紹介されるエレクトロニクス応用分野
と，幸田製作所の電子部品ラインは，電機メーカーに勤務
する筆者にはなじみの技術であり，興味深く拝見させてい
ただいた．研究開発に携わる者として，ニーズの探索から
始まり，シーズへ掘り下げるという形で取り組むことが多
いのであるが，デンソーのように，自動車関連の技術を核
とし，その分野の技術を深耕，極めていくなかで，そこか
ら逆に遡り，エレクトロニクス応用分野まで手がけ，確実
に実現していく堅実な姿勢には感銘を受けた．
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